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活動の内容
これまで，極めて稀と考えられていた原子力災
害であったが，先の東日本大震災では，福島第一
原子力発電所において，不幸にもそれが現実のも
のとなった。
現在，福島第一原発の状況は，以前に比べ安定
してきたものの，なお多数の作業員が，厳しい条
件下で，事故の収束に向けた作業に従事している。
これら原発事故に係る医療支援を目的に，日本救
急医学会と福島県立医科大学，原子力関連機関等
が中心となり，原子力発電所５号／６号機の建物
内に救急室（以下５／６ER）を設置し，２４時間態
勢で支援活動を行っている。福井大学病院救急・
総合診療部でも，これまでのべ約２０名の緊急被ば
く医療の知識を持つ救急医を派遣し，５／６ER内
での救急診療を支援している。さらに，最近では
医師に加えて看護師も派遣している。この救急室
は，作業中に体調を崩したり，外傷を負ったりし
た作業員に対して，放射性物質による汚染・被ば
くの有無の確認と除染，疾病に対する初期治療を
行う役目を担っている。また，より高度な医療が
必要と判断された場合には，原発から２０㎞圏外に
位置するＪヴィレッジ内の医療室，あるいは，さ
らに後方のいわき共立病院や福島県立医科大学病
院へ後方搬送を行う。５／６ERでの支援活動に関
しては，これら後方医療施設を含め，救急医学会
や，広島大学，放射線総合医学研究所などの被ば
く医療専門機関との間で，毎日 TV会議を開催し
連携を密にしながら，活動方針の確認と意志の統
一を図っている。
活動を通じて感じたこと
これまでの５／６ERを受診した傷病者は，胃腸
炎や感冒症などによる体調不良や軽い外傷など，
比較的軽症の受診者が主である。また，放射性物
質で汚染された傷病者も発生していない。しかし，
中には心筋梗塞や重傷外傷などの重症患者が搬送
される場合もある。このような場合，日常の救急
診療においては，まれでなく遭遇する疾患であっ
ても，「原発内での発生」であるため周囲からも
注目されやすく，「放射線」との関連も疑われや
すい。また，原発内で働く職員たちは，自らも被
災者であり，肉親を亡くされていたり，家族を他
県に一時避難させている方も多い。彼らは，原発
事故の収束に携わりながら，同時に，補償や将来
の仕事，他県での家族の被差別的な扱いなど，原
発事故に関連した問題も抱えているという。５／６
ERでの活動は，福島第一原発事故に係る貢献で
もあるが，加えて，被災者の生の声を聞くことで
改めて原子力災害の複雑さを知る機会にもなった。
今後の活動
福井県の嶺南地域には，日本の原子力関連施設
の約３割が集中しており，今回の原発事故に対す
る住民の関心も高い。さらに，この地域では慢性
的な医師不足による救急医療の弱体化も課題とな
っている。このような地域では，医師としての総
合的な診療能力に加え，緊急被ばく医療にも対応
できる人材が必要と考えられる。福井大学では，
敦賀市と連携し，救急・総合診療，被ばく医療の
領域に広く対応できる「緊急被ばく医療に強い救
急総合医」を養成するシステムの形成を試みてい
る。養成された人材は救急総合医として地域の救
急医療の充実を図るとともに，被ばく医療の中心
的役割を担うことを目標としている。この取り組
みは，平成２１年度文科省科学技術振興調整費「地
域再生人材創出拠点の形成」に採択され，今回の
福島第一原発事故に対する医療支援においても大
きな貢献をした。この取り組みが，将来の地域医
療の充実とともに，緊急被ばく医療体制の整備に
貢献することが期待される。
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